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期
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
工
業

ガ
ス
。
そ
の
中
で
特
殊
ガ
ス

創
墓
秀
者
メ主
副
〈喜

‐長
、１
０
ろ
望
蔵
７
一
を
云
　
　
　
　
　
微̈
』
予
鰈
躍
畔
鞣
動
一

「江
上
正
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
　
嘘誕
霧
下
艶
喝

高
千
穂
商
事

二
呂
千
穂
化
　
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
が
行
わ

　

２４
年
に
日
本
初
の
高
純
度
　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
製
品
を
増

学
工
業
は
、
９
月
１８
日
、
東
　
れ
、
日
本
の
特
殊
ガ
ス
業
界
　
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
の
開
発
に
成
　
や
し
、
海
外
の
お
客
様
か
ら

京

・
港
区
の
国
際
文
化
会
館

　

へ
多
大
な
貢
献
を
し
た
故
人
　
功
し
製
品
化
、
昭
和
２５
年
に
　
も
高
千
穂
な
ら
や
っ
て
く
れ

で
、
創
業
者
で
今
年
４
月
に
　
を
偲
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
現

・
高
千
穂
化
学
工
業
を
設
　
る
、
と
い
う
期
待
に
応
え
て

１
０
３
歳
で
逝
去
し
た
江
上
　
　
江
上
正
氏
は
大
正
３
年
福
　
立
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
行
き
ま
す
。
父
、
正
の
遺
志

正
代
表
取
締
役
会
長
を
偲
　
岡
県
久
留
米
市
生
ま
れ
。
東
　
　
「
偲
ぶ
会
」
で
は
、
江
上
　
を
継
ぎ
、
高
千
穂

一
同
、
さ

び
、
「江
上
正
を
偲
ぶ
会
～
　
一示
工
業
大
学
応
用
化
学
科
卒
　
氏
の
母
校
で
あ
る
東
京
工
業
　
ら
な
る
社
業
の
発
展
に
力
を

受
け
継
が
れ
る
特
殊
ガ
ス
の
　
業
後
、
昭
和
電
線
電
続
研
究
　
大
学
Ｏ
Ｂ
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
　
尽
く
す
所
存
で
す
」
と
謝
辞

魂
の
絆
～
」
を
開
催
し
た
。
　
所
、
陸
軍
航
空
兵
科
応
召
技
　
業
を
立
ち
上
げ
た
リ
バ
ー
フ
　
を
述
べ
た
。
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詢
か
¨
」
¨
一
一
［
議

「

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
　
の
会
社
を
設
立
し
た
。
昭
和
　
取
締
役
が
記
念
講
演
を
行
っ
・

た
後
、
塞
示
工
季
〈学
名
誉

特
殊
ガ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

日
本
の
ガ
ス
業
界
に
貢
献
　
］』
莉軒
割［
社一素
¨
晰墜

公
孝
氏
、
ト
ヨ
タ
テ
ク
ニ
カ

ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
計

測
分
析
室
長
の
高
橋
篤
氏
の

３
人
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
高
千
穂
商

事

。
高
千
穂
化
学
工
業
の
江

上
真
紀
代
表
取
締
役
社
長
が

「戦
後
、
日
本
の
高
度
成
長

謝辞を述べる江上社長


